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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第11期

第１四半期連結
累計期間

第12期
第１四半期連結
累計期間

第11期

会計期間

自平成24年
１月１日
至平成24年
３月31日

自平成25年
１月１日
至平成25年
３月31日

自平成24年
１月１日
至平成24年
12月31日

売上高（千円） 956,8771,011,6014,408,641

経常利益（千円） 45,237 51,131 280,533

四半期（当期）純利益（千円） 18,636 23,443 144,435

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
33,308 54,380 179,949

純資産額（千円） 2,511,0712,620,5852,614,085

総資産額（千円） 3,139,3473,286,8343,203,597

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
3.73 4.68 28.86

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
3.72 － 28.82

自己資本比率（％） 79.8 79.4 81.3

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第12期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化

効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間（平成25年１月１日～３月31日）におけるわが国経済は、昨年末の政権交代に伴い円

高から円安傾向に転じ、日経平均株価も上向くなど、一部に明るい兆しもみられました。しかしながら、欧州の債務

危機にともなう海外経済の減速、中国経済の成長鈍化等の懸念もあり、依然として先行き不透明な状況が続いてお

ります。 

　当社グループの属する制御機器業界におきましても、海外では、欧州での金融不安の影響、中国における景気減速

による設備投資抑制の影響を受け、設備投資需要は伸び悩みました。国内においても、物流、工作機械、自動車関連業

界で設備投資需要の持ち直しはあるものの、電子部品、半導体、液晶関連の設備投資需要は低調に推移いたしまし

た。

　　このような経営環境の中で当社グループは、「高品質、だけど低価格。」を営業方針とし、国内・海外（新興国）で

の新規顧客の開拓、同業他社との協業など積極的な営業活動を展開するとともに、多様化する顧客ニーズに対応す

べく新製品の開発にも注力し、業績の向上に努めてまいりました。　

　  以上の結果、当社グループの第１四半期連結累計期間の売上高は、10億11百万円（前年同期比5.7％増）、営業利益

56百万円（同22.9％増）、経常利益51百万円（同13.0％増）、四半期純利益23百万円（同25.8％増）となりました。

 

(2）財政状態の状況

（資産の部）

　当第１四半期連結会計期間末の総資産の残高は、前連結会計年度末と比較して83百万円増加し、32億86百万円とな

りました。主な要因は、現金及び預金が１億９百万円、たな卸資産が40百万円増加し、また未収消費税等が58百万円

減少したことによるものです。

（負債及び純資産の部）

　当第１四半期連結会計期間末の負債の残高は、前連結会計年度末と比較して76百万円増加し、６億66百万円となり

ました。主な要因は、買掛金が43百万円、賞与引当金が31百万円増加したことによるものです。純資産の残高は、前連

結会計年度末と比較して６百万円増加し、26億20百万円となりました。

　 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　 

(4）研究開発活動 

　　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、39,206千円であります。

　　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年５月15日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 5,009,000 5,009,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 5,009,000 5,009,000 － －

　（注）完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年１月１日～

平成25年３月31日
－ 5,009,000 － 553,241 － 560,814

　

（６）【大株主の状況】

　　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成24年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。 

①【発行済株式】

 平成25年３月31日現在 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　5,008,500 50,085

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式

単元未満株式 普通株式　　　　500 － －

発行済株式総数 5,009,000 － －

総株主の議決権 － 50,085 －

　

②【自己株式等】

 平成25年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

 

  

２【役員の状況】

該当事項はありません。 
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。  

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年１月１日から平成

25年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成25年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。  
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 731,685 840,860

受取手形及び売掛金 948,119 942,286

製品 224,806 244,059

仕掛品 6,631 3,303

原材料及び貯蔵品 139,725 163,849

繰延税金資産 33,517 42,661

その他 164,083 83,857

貸倒引当金 △30 △31

流動資産合計 2,248,539 2,320,846

固定資産

有形固定資産 63,677 57,481

無形固定資産

ソフトウエア 38,175 32,751

その他 1,988 1,988

無形固定資産合計 40,164 34,740

投資その他の資産

投資有価証券 670,517 711,908

繰延税金資産 114,966 96,195

その他 65,732 65,661

投資その他の資産合計 851,216 873,766

固定資産合計 955,058 965,988

資産合計 3,203,597 3,286,834

負債の部

流動負債

買掛金 198,352 242,201

未払法人税等 43,969 36,999

賞与引当金 15,499 46,912

役員賞与引当金 － 500

その他 133,263 130,629

流動負債合計 391,084 457,243

固定負債

退職給付引当金 111,753 116,652

役員退職慰労引当金 86,675 92,354

固定負債合計 198,428 209,006

負債合計 589,512 666,249
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 553,241 553,241

資本剰余金 560,814 560,814

利益剰余金 1,564,003 1,537,356

株主資本合計 2,678,059 2,651,413

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △73,722 △42,786

その他の包括利益累計額合計 △73,722 △42,786

新株予約権 9,748 11,958

純資産合計 2,614,085 2,620,585

負債純資産合計 3,203,597 3,286,834
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年３月31日)

売上高 956,877 1,011,601

売上原価 536,329 560,483

売上総利益 420,547 451,118

販売費及び一般管理費 374,696 394,777

営業利益 45,851 56,341

営業外収益

受取利息 518 421

為替差益 708 －

技術指導料 1,200 1,200

その他 584 419

営業外収益合計 3,011 2,041

営業外費用

売上割引 628 741

持分法による投資損失 2,882 6,490

その他 114 19

営業外費用合計 3,626 7,250

経常利益 45,237 51,131

特別損失

固定資産除却損 － 43

特別損失合計 － 43

税金等調整前四半期純利益 45,237 51,088

法人税、住民税及び事業税 34,961 34,962

法人税等調整額 △8,360 △7,318

法人税等合計 26,600 27,644

少数株主損益調整前四半期純利益 18,636 23,443

四半期純利益 18,636 23,443
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 18,636 23,443

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 14,671 30,936

その他の包括利益合計 14,671 30,936

四半期包括利益 33,308 54,380

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 33,308 54,380
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

  　当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成25年１月１日以後に取得し

た有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　　これによる損益に与える影響は軽微であります。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。 

　

　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産及び長期前払費用に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

  
前第１四半期連結累計期間
（自  平成24年１月１日
至  平成24年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成25年１月１日
至  平成25年３月31日）

減価償却費 19,139千円 12,052千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年１月１日　至　平成24年３月31日）

　配当金支払額 

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月23日

定時株主総会
普通株式 60,019 12 平成23年12月31日平成24年３月26日利益剰余金

　　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年３月31日）

　配当金支払額 

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年３月22日

定時株主総会
普通株式 50,090 10 平成24年12月31日平成25年３月25日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年１月１日　至　平成24年３月31日）及び当第１四半期連結累計期間

（自　平成25年１月１日　至　平成25年３月31日）

　当社グループは、工場の製造ラインや物流、搬送業のラインの自動化、省力化のための産業用センサ、検査装置

について包括的な事業戦略を立案し、事業活動を展開しており、産業機器用製品の開発、設計、製造、販売並びに

これらの付帯業務の単一事業であるため記載を省略しております。

　　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年１月１日
至　平成25年３月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 3円73銭 4円68銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 18,636 23,443

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 18,636 23,443

普通株式の期中平均株式数（株） 5,002,444 5,009,000

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 3円72銭 －

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 12,029 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）　当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有してい

る潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

　当社は、平成25年４月25日開催の取締役会において、当社100％出資の連結子会社である日本エフ・エーシステム

株式会社を吸収合併することを決定し、同日付で吸収合併契約を締結しました。

　吸収合併の概要は以下のとおりです。

　

１．合併の目的

　当社の100％子会社である日本エフ・エーシステム株式会社は、主として生産ラインにおける形状検査、外観検

査等のための画像処理システム装置（３Ｄ画像検査装置、フィルム検査装置等）の企画・開発・販売を行ってま

いりましたが、この度、当社の画像事業（画像センサ、LED照明事業）とのシナジーを最大限に発揮できる体制を

構築し、画像処理装置・画像センサ市場における更なる事業拡大と競争力の強化を図るため同社を吸収合併する

ことといたしました。

　

２．合併方法

　当社を存続会社、日本エフ・エーシステム株式会社を消滅会社とする吸収合併です。

　

３．合併後企業の名称

　オプテックス・エフエ―株式会社

　

４．合併に係る割当の内容

　当社完全子会社との合併であるため、本合併による新株式の発行及び合併交付金の支払いは行いません。

　

５．合併期日（効力発生日）

　平成25年７月１日　

　

６．実施する会計処理の概要

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及び事業

分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）に基づき、共通支配下

の取引の会計処理を適用する見込みです。

 

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成25年５月７日

オプテックス・エフエー株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 安藤　泰蔵　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 関口　浩一　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオプテックス・エ

フエー株式会社の平成25年１月１日から平成25年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年１

月１日から平成25年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成25年３月31日まで）に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記に

ついて四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オプテックス・エフエー株式会社及び連結子会社の平成25年３月31日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

　　　　２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。 
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